
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

江戸紀行と木曾路

板坂, 耀子

https://doi.org/10.15017/4742072

出版情報：雅俗. 17, pp.105-118, 2018-07-17. 雅俗の会
バージョン：
権利関係：著作権保護のため論文中の図は非表示



105

◉
研
究
ノ
ー
ト

江
戸
紀
行
と
木
曾
路

板
坂
　
耀
子

１
．「
木
曾
路
」
の
呼
称

江
戸
時
代
の
紀
行
の
分
類
は
、
地
域
や
時
代
で
整
然
と
分
類
す
る
よ
り
、
作
者

層
や
街
道
そ
の
他
の
特
色
で
、
ゆ
る
や
か
に
仕
分
け
し
な
が
ら
行
う
方
が
全
体
像

を
把
握
し
や
す
い
と
考
え
、「
蝦
夷
」「
女
流
」「
参
詣
」
な
ど
と
見
た
目
は
あ
ま
り

統
一
感
の
な
い
項
目
で
研
究
を
進
め
て
き
た（
１
）。

そ
の
項
目
の
ひ
と
つ
に
「
木
曾
路
」
が
あ
る
。
中
山
道
と
も
呼
ば
れ
る
五
街
道

の
一
つ
で
東
海
道
に
次
い
で
往
来
が
多
く
、
紀
行
の
数
も
『
国
書
総
目
録
』
の
書

名
等
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
だ
け
で
八
〇
点
近
く
存
し
、「
東
海
道
」
紀
行
の
諸
作

品
よ
り
、
作
品
と
し
て
す
ぐ
れ
た
も
の
が
多
い
。

ま
だ
読
ん
で
い
な
い
作
品
も
多
く
、
全
体
像
の
完
璧
な
把
握
に
は
ほ
ど
遠
い
現

状
だ
が
、
現
時
点
で
の
調
査
報
告
と
し
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

「
中
山
道
」
の
呼
称
は
江
戸
時
代
に
も
使
わ
れ
る
が
、
紀
行
の
タ
イ
ト
ル
や
本
文

中
で
は
圧
倒
的
に
「
木
曾
路
」
の
使
用
が
多
い
た
め
、
こ
こ
で
も
「
木
曾
路
」
の

称
を
用
い
る
。
時
に
「
東
山
道
」
の
語
を
使
用
す
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
は
、
以

下
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
で
は
こ
れ
を
中
山
道
と
同
一
と
み
な
す
こ
と
が
多
か
っ

た
か
ら
だ
ろ
う（
２
）。

此
道
す
ぢ
は
『
続
日
本
紀
』
に
『
大
宝
三
年
三
野
国
岐
蘇
路
を
ひ
ら
く
』

と
あ
れ
ど
、
こ
れ
よ
り
は
る
か
さ
き
に
日
本
武
尊
碓
日
た
う
げ
よ
り
『
あ
が

つ
ま
は
や
』
と
橘
姫
を
慕
は
せ
た
ま
ひ
科
濃
に
い
た
り
給
ふ
と
な
ん
。
又

『
古
事
記
』
に
は
『
あ
し
が
ら
を
過
て
甲
斐
よ
り
科
野
に
お
も
む
き
ま
せ
し
』

と
し
る
せ
り
。
い
づ
れ
に
も
は
る
け
き
と
き
よ
り
あ
り
し
と
見
え
た
り
。『
三

代
実
録
』
に
は
詔
を
う
け
て
左
馬
権
少
允
従
六
位
上
藤
原
正
範
朝
臣
み
め
ぐ

り
給
ひ
て
、
木
曾
は
三
野
国
と
定
ら
れ
し
か
ど
も
、（
秋
里
籬
島
『
木
曾
路
名

所
図
会
』
文
化
二
・
一
八
〇
五
年
刊　

文
化
元
年
自
序
）

岐
岨
路
名
所
図
会
は
所
謂
東
山
道
な
り
。
今
俗
に
中
山
道
と
も
い
ふ
。
京

師
よ
り
起
り
て
江
戸
に
到
る
、
都
て
近
江
美
濃
上
野
武
蔵
等
五
箇
国
の
道
筋

な
り
。
こ
れ
を
吉
蘇
街
道
と
い
ふ
。
六
十
九
駅
道
法
百
三
拾
五
里
余
な
り
。

（
同
上
、
凡
例
）

中
山
道　

和
漢
三
才
図
会
赤
坂
駅
條
に
此
処
に
木
曾
と
中
山
道
と
の
追
分

有
り
。
木
曾
路
又
信
濃
路
と
称
す
。
是
東
山
道
中
之
一
別
名
也
。
木
曾
は
谷

の
名
也
。
信
濃
は
国
の
名
也
。
馬
籠
峠
よ
り
熱
川
駅
に
至
る
凡
二
十
一
里
、

木
曾
谷
と
称
す
。
安
曇
郡
に
属
す
。（
静
嘉
堂
文
庫
『
中
山
道
記
』
原
漢
文
）
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な
お
『
木
曾
路
名
所
図
会
』
は
、
後
述
す
る
貝
原
益
軒
『
木
曾
路
記
』
と
と
も

に
、
江
戸
時
代
の
木
曾
路
関
係
の
書
籍
で
は
最
も
多
く
の
板
本
が
現
存
し
て
お

り
、
広
く
読
ま
れ
た
。
当
時
の
名
所
図
会
は
、
一
人
称
の
作
者
が
登
場
す
る
場
合

も
あ
り
、
厳
密
に
は
紀
行
と
の
区
別
は
困
難
で
あ
る	（
３
）。

２
．
江
戸
時
代
の
木
曾
路
紀
行

以
下
に
、
管
見
の
木
曾
路
紀
行
三
四
点
に
つ
い
て
、
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

長
期
間
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
た
め
、
カ
ー
ド
の
不
備
な
ど
に
よ
り
、
記
述
が
不

統
一
な
の
を
了
承
さ
れ
た
い
。

①  

老
の
木
曾
越　

写
本
一
冊　

細
川
幽
斎
（
慶
長
一
五
・
一
六
六
二
没
）　

東

北
大
学
狩
野
文
庫

こ
の
紀
行
自
体
は
活
字
に
も
な
っ
て
い
て
珍
し
く
な
い
が
、
こ
の
写
本
に
は
末

尾
に
大
田
南
畝
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
た
だ
し
、『
大
田
南
畝
全
集
』
に
収
録
さ
れ

る
雑
誌
「
上
方
」
に
掲
載
の
写
真
に
は
印
が
あ
る
た
め
、
こ
の
狩
野
文
庫
本
は
自

筆
で
は
な
い
。

② 

木
曾
路
紀
行　

沢
庵　

慶
安
四
（
一
六
五
一
）
奥
書　
『
沢
庵
和
尚
全
集
』

和
歌
が
主
で
、
記
述
は
簡
略
で
あ
る
。
諏
訪
湖
と
寝
覚
ノ
床
の
描
写
の
み
が
や

や
長
い
。

③  

東
山
道
日
記　

山
鹿
素
行　

承
応
三
（
一
六
五
四
）　
『
山
鹿
素
行
全
集
』

三
帰
か
ら
松
枝
ま
で
。
前
後
は
欠
。
片
仮
名
と
漢
字
で
、
簡
明
に
記
す
。
地
名

で
項
目
を
立
て
て
い
る
。

④  

備
前
様
仲
仙
道
の
日
記　

写
本
一
冊　

宝
永
二
（
一
七
〇
五
）　

大
阪
府
石

崎
文
庫
三
七
七－

六

将
軍
家
の
養
君
が
定
ま
っ
て
め
で
た
い
春
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
述
べ
る
。
春

の
賀
の
勅
使
が
京
都
か
ら
来
て
行
事
が
す
ん
だ
後
、
自
分
も
帰
郷
の
許
し
が
出
て

伊
勢
の
久
居
に
帰
る
。
そ
の
際
、
東
海
道
は
慣
れ
て
い
る
か
ら
と
木
曾
路
を
通
る
。

記
述
は
や
や
簡
単
だ
が
、
素
直
な
和
文
で
、
旅
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
他
書

に
な
い
珍
し
い
記
事
が
多
く
、
時
代
の
早
さ
と
と
も
に
注
目
す
べ
き
紀
行
で
あ
る
。

⑤ 

岐
蘇
路
之
記　

貝
原
益
軒　

板
本
一
冊　

正
徳
三
（
一
七
一
三
）
刊
（
後
述
）

⑥  

木
曾
の
山
ふ
み　

連
阿　

写
本
一
冊　

享
保
十
三
（
一
七
二
八
）　

宮
内
庁

書
陵
部

あ
く
ま
で
私
的
な
記
述
で
、
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
詳
し
い
部
分
は
面
白
い
。

旅
の
様
子
も
よ
く
わ
か
る
。
一
条
兼
良
の
『
藤
川
記
』
を
よ
く
引
く
。

⑦  

木
曾
の
麻
衣　

不
角　

写
本
七
冊　

享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）
刊
本
の
写　

東
京
大
学
洒
竹
文
庫

詳
し
い
が
俳
文
調
で
軽
妙
、
面
白
く
読
め
る
。「
残
念
松
」
の
話
、
牛
若
丸
の
伝

説
、
小
町
の
像
に
石
を
投
げ
る
女
た
ち
の
こ
と
、
手
習
い
に
行
く
子
ど
も
の
こ
と
、

駕
籠
の
中
の
夢
、
妻
籠
の
恋
物
語
な
ど
、
興
味
あ
る
記
事
が
満
載
で
あ
る	（
４
）。

⑧  
岐
蘇
路
寝
覚
草　

福
王
信
近　

写
本
一
冊
（
横
本
）　

延
享
三
（
一
八
四
七
）　
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天
理
大
学
古
義
堂
文
庫

冒
頭
に
、
益
軒
を
引
き
、
そ
れ
に
も
れ
た
と
こ
ろ
を
記
す
と
言
う
内
容
の
「
丙

寅
春
弥
生
」（
延
享
三
年
）
の
自
序
が
あ
る
。
村
の
名
な
ど
詳
し
い
。
道
中
記
風
の

備
忘
録
。
た
だ
し
字
は
て
い
ね
い
で
あ
る
。

⑨  

木
曾
路
之
記　

竹
田
昌
忠　

写
本
一
冊　

寛
延
四
（
一
七
五
一
）　

金
沢
市

立
図
書
館
加
越
能
文
庫

主
君
に
従
い
、
江
戸
に
行
っ
た
際
の
紀
行
。
北
陸
道
を
行
っ
た
の
は
二
十
七
度

に
及
ぶ
が
、
今
年
は
越
後
の
海
道
が
荒
れ
て
い
た
た
め
木
曾
路
を
通
っ
た
と
あ

る
。
北
陸
か
ら
関
ヶ
原
に
出
て
木
曾
路
に
入
る
。
記
述
は
簡
単
で
無
駄
が
な
く
正

確
で
、
記
録
文
体
だ
が
和
歌
も
入
る
。
末
尾
に
道
程
記
、
見
聞
記
を
附
す
。
旅
の

実
態
も
よ
く
わ
か
る
。
坂
本
か
ら
先
の
江
戸
往
復
は
記
し
て
お
ら
ず
、
復
路
に
は

歌
が
多
い
。
そ
の
後
に
名
所
和
歌
を
あ
げ
る
。
明
確
な
筆
致
で
見
聞
を
具
体
的
に

記
し
、
自
己
の
感
情
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
い
。

⑩  

岐
蘇
路
安
見
絵
図　

桒
楊　

板
本
一
冊
（
横
本
）　

宝
暦
六
（
一
七
五
六
）　

板
坂
所
蔵

寛
政
十
一
年
の
再
版
。
序
文
に
益
軒
「
木
曾
路
記
」
と
須
原
屋
茂
兵
衛
「
木
曾

懐
宝
鑑
」
の
両
書
を
利
用
し
た
旨
を
記
す
。
全
丁
に
図
会
で
街
道
の
宿
駅
や
名
所

を
簡
単
に
記
し
、
益
軒
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。

⑪  

岐
曾
路
日
記　

村
尾
清
子　

写
本
一
冊　

宝
暦
八
（
一
七
五
八
）　

東
京
大

学
Ｅ
二
六－

一
〇
六
九

流
麗
な
文
章
で
旅
の
様
子
を
細
か
く
記
す
佳
品
。雨
に
た
た
ら
れ
て
景
色
を
あ
ま

り
見
ら
れ
て
い
な
い
の
が
惜
し
い
が
、
自
己
の
考
え
も
よ
く
述
べ
て
お
り
興
味
深
い
。

⑫  

岐
岨
路
の
記　

高
田
信
辰　

写
本
二
冊　

宝
暦
十
一
（
一
七
六
一
）
序　

静

嘉
堂
文
庫

宝
暦
一
〇
年
、
将
軍
宣
下
の
祝
詞
を
述
べ
る
た
め
の
京
都
の
町
人
一
行
に
加

わ
っ
て
江
戸
に
赴
く
。
俳
諧
が
中
心
で
絵
が
多
い
。
そ
の
絵
が
珍
し
く
細
か
く
非

常
に
面
白
い
。

⑬  

木
曾
紀
行　

巨
山　

写
本
一
冊　

天
明
三
（
一
七
八
三
）　

関
西
大
学

「
事
に
役
せ
ら
れ
て
」
し
ば
し
と
ど
ま
っ
て
い
た
美
濃
の
笠
松
か
ら
、
天
明
三
年

江
戸
に
帰
る
折
り
の
作
品
。
冒
頭
に
木
曾
路
の
紀
源
等
に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
人

夫
や
茶
店
の
翁
な
ど
に
話
を
聞
い
た
こ
と
を
記
す
。
後
半
は
甲
斐
に
行
く
。
記
事

は
簡
単
だ
が
珍
し
い
も
の
が
多
い
。
狂
歌
を
ま
じ
え
る
。
烏
丸
亞
相
卿
の
紀
行
を

見
て
い
る
か
。

⑭  

中
山
道
筋
道
之
記　

作
者
不
明　

写
本
一
冊　

寛
政
元
（
一
七
八
九
）
奥
書　

鶴
舞
図
書
館

覚
書
風
の
箇
条
書
き
。
寺
の
名
な
ど
詳
し
く
正
確
。
面
白
い
記
事
は
あ
ま
り
な

い
が
、
根
津
甚
平
の
墓
や
一
呑
清
水
、
和
泉
式
部
の
墓
な
ど
を
紹
介
す
る
。

⑮  

木
曾
路
道
中
記　

坂
田
諸
幸　

写
本
一
冊　

享
和
年
間
（
一
八
〇
一
～
一
八

〇
三
）　

東
京
大
学
（
自
筆
）

「
世
に
在
り
布
け
る
道
中
記
の
類
」
で
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
伯
父
の
書
い

た
も
の
な
の
で
珍
し
く
こ
こ
に
と
じ
て
お
く
旨
の
「
篁
蔭
誌
」
の
序
あ
り
。
内
容
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は
か
な
り
詳
し
く
貴
重
な
記
事
も
多
い
。
小
峯
弘
国
の
記
事
と
同
一
の
も
の
多

く
、
何
か
関
係
が
あ
る
か
。

⑯  
壬
戌
紀
行　

大
田
南
畝　

享
和
二
（
一
八
〇
二
）　
『
大
田
南
畝
全
集
』

東
海
道
を
描
い
た
『
改
元
紀
行
』
と
対
を
な
す
、雅
俗
が
よ
く
溶
け
合
っ
た
名
作
。

⑰  

き
そ
の
み
ち
の
記　

作
者
不
明　

写
本
二
冊　

文
化
三
（
一
八
〇
六
）　

九

州
大
学

共
表
紙
仮
綴
の
二
冊
で
、
そ
れ
ぞ
れ
中
央
に
打
附
書
で
「
き
そ
の
み
ち
の
記
」

「
木
曾
道
の
お
ぼ
え
書
」
と
外
題
が
あ
る
。
鳥
取
の
「
因
幡
の
み
た
ち
」
を
出
発
し

て
中
国
地
方
か
ら
京
都
を
経
由
し
て
、
木
曾
路
を
通
過
し
て
江
戸
に
着
く
。
二
冊

は
奥
書
が
な
く
、
別
人
の
作
者
の
よ
う
だ
が
、
旅
の
行
程
と
見
聞
は
同
一
で
文
字

も
似
て
お
り
、
し
ば
し
ば
同
一
の
文
章
も
あ
る
。『
き
そ
の
み
ち
の
記
』
が
単
調
で

平
凡
な
の
に
比
し
て
『
木
曾
道
の
お
ぼ
え
書
』
の
方
は
記
述
が
巧
み
で
、
木
曾
の

懸
橋
、
浅
間
山
の
噴
火
の
際
の
焼
け
石
な
ど
記
事
も
豊
富
で
面
白
く
、
添
削
し
た

清
書
本
と
も
考
え
に
く
い
。
二
人
の
作
者
が
紀
行
を
共
作
す
る
こ
と
は
時
に
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
関
係
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
。

⑱  

た
く
柴
日
記　

岡
田
啓　

写
本
一
冊　

文
化
五
（
一
八
〇
八
）　

岩
瀬
文
庫

（
自
筆
）

木
曾
を
経
て
武
州
に
至
る
。
冒
頭
に
阿
仏
尼
や
更
級
日
記
の
こ
と
を
書
く
。
具

体
的
で
詳
し
い
が
冗
長
で
は
な
い
。
名
作
の
一
つ
で
あ
る
。

⑲  

讃
州
丸
亀
ヨ
リ
東
都
ま
で
中
山
道
下
り
道
の
記　

作
者
年
代
不
明
（
文
政
以

降
）（
一
八
一
八
～
）　

写
本
二
冊　

東
北
大
狩
野
文
庫

非
常
に
詳
し
く
、
後
書
き
や
前
書
き
も
長
い
。
た
だ
し
全
体
の
中
で
木
曾
路
の

部
分
は
少
な
い
。
中
津
川
で
は
覚
明
の
墓
、
妻
籠
で
は
山
々
の
描
写
、
須
原
で
は

便
所
で
使
用
す
る
木
の
こ
と
な
ど
面
白
い
記
事
や
、
生
活
描
写
が
多
い
。
図
も
少

し
あ
る
。
和
合
酒
や
魚
の
う
ま
い
宿
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
魚
が
な
く
、
便
所
に

紙
が
な
い
宿
も
あ
る
な
ど
、
宿
泊
施
設
に
落
差
が
激
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

⑳  

木
曾
路
の
記　

作
者
不
明　

写
本
一
冊
（
横
本
）　

弘
化
四
（
一
八
四
七
）　

金
沢
市
加
越
能
文
庫
特
一
六
九
三－

二
九

道
中
記
風
な
が
ら
記
事
は
か
な
り
詳
し
い
。
大
地
震
で
信
州
路
が
使
え
ず
、
中

山
道
か
ら
美
濃
路
へ
向
か
う
。
寝
覚
の
床
と
懸
橋
は
長
文
で
説
明
。
塩
尻
で
は

「
御
渡
り
」
に
も
触
れ
る
。
古
跡
や
産
物
も
よ
く
記
し
て
い
る
。

㉑  

岐
蘇
紀
行　

金
谷
武
英　

写
本
一
冊　

嘉
永
元
（
一
八
四
八
）　

金
沢
市
加

越
能
文
庫

漢
文
。
末
尾
に
詩
を
集
め
る
。
描
写
は
詳
し
く
、
独
特
の
記
事
も
あ
る
。
義
仲

に
同
情
的
。
芭
蕉
の
木
曾
の
懸
橋
の
句
を
引
用
す
る
。

㉒  

木
曾
の
行
か
ひ　

倉
地
言
行　

写
本
一
冊　

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）　

慶
応

大
学

一
条
家
の
姫
君
秀
子
（
寿
明
）
が
徳
川
家
に
輿
入
れ
の
た
め
、
江
戸
に
下
る
の

を
京
に
迎
え
に
行
く
際
の
紀
行
。
字
が
非
常
に
読
み
に
く
い
。
公
の
旅
な
の
で
、

各
駅
で
多
く
の
家
士
ら
に
迎
え
ら
れ
歓
待
を
う
け
る
。
京
で
は
一
条
家
を
し
ば
し

ば
訪
問
す
る
。
帰
途
の
記
事
は
い
た
っ
て
簡
単
。
岩
石
や
渓
流
の
雄
大
な
風
景
に
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感
銘
を
受
け
て
い
る
。
中
途
の
宿
の
に
ぎ
わ
い
も
わ
か
る
。

㉓  
中
山
道
木
曾
路
道
の
記　

小
峯
弘
国　

写
本
一
冊　

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）　

東
京
大
学

記
事
は
詳
し
く
、
道
中
記
風
で
、
実
用
的
記
事
が
多
い
。
名
所
に
関
す
る
記
事

を
末
尾
に
ま
と
め
る
。

㉔  

岐
岨
の
道
草　

磯
部
最
信　

写
本
一
冊　

安
政
末
（
一
八
六
〇
）
奥
書　

慶

応
大
学

記
述
は
簡
単
だ
が
、
旅
の
実
態
が
よ
く
わ
か
る
雅
文
で
あ
る
。
面
白
い
記
事
が

多
い
。
安
政
末
年
、
合
翠
庵
の
主
人
の
奥
書
あ
り
。

㉕  

峡
中
紀
遊　

菊
池
駿　

板
本
一
冊　

文
久
元
（
一
八
六
一
）
刊　
『
甲
斐
叢

書
』
七

漢
文
。「
遊
御
嶽
記
」「
遊
羅
漢
寺
山
記
」
等
を
含
む
。
木
曾
路
に
関
す
る
記
事

は
な
い
。

以
下
は
制
作
年
代
が
不
明
で
あ
る
。

㉖  

烏
丸
亞
相
卿
木
曾
路
紀
行　

写
本
一
冊　

東
京
大
学
Ｅ
二
六－

四
三
六

短
編
だ
が
面
白
い
。
文
章
が
詳
し
く
描
写
が
的
確
。
名
作
で
あ
る
。
⑬
の
巨
山

『
木
曾
紀
行
』（
天
明
三
）
が
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
作
か
。

㉗  

木
曾
路
紀
行　

鶴
眠
堂　

写
本
一
冊　

国
会
図
書
館
八
三
一－

五
四
（
稿
本
）

名
所
図
会
の
体
裁
。『
木
曾
路
名
所
図
会
』
の
写
し
か
。

㉘  

中
山
道
木
曾
旅
鏡　

作
者
不
明　

写
本
一
冊　

徳
島
県
立
図
書
館

末
尾
に
距
離
等
の
表
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
⑮
の
坂
田
諸
幸
と
同
一
か
。

㉙  

木
曾
路
御
休
泊
記　

作
者
不
明　

写
本
二
冊
（
横
本
）　

東
北
大
学
狩
野
文
庫

道
中
記
風
の
備
忘
録
で
、
記
事
は
簡
単
だ
が
正
確
で
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

距
離
な
ど
は
細
か
く
正
確
で
あ
る
。
長
い
記
述
は
益
軒
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
他

に
も
同
一
内
容
の
本
が
あ
る
か
。

㉚  

木
曾
海
道
記　

作
者
不
明　

写
本
一
冊
（
横
本
）　

宮
内
庁
書
陵
部

道
中
記
風
の
備
忘
録
。
最
初
は
柏
原
、
番
場
、
醒
ヶ
井
な
ど
美
濃
か
ら
始
ま
る
。

実
用
を
意
識
し
て
か
、
距
離
や
位
置
に
関
す
る
正
確
で
現
実
的
な
記
事
が
多
い
。

㉛  

仲
仙
道
道
中
記　

作
者
不
明　

板
本
一
冊
（
横
本
）　

天
理
大
学
古
義
堂
文
庫

「
美
濃
大
井　

き
き
や
う
屋
」
の
刊
記
。
冒
頭
に
絵
一
丁
。
あ
と
は
地
名
と
距
離

と
馬
代
。
非
常
に
簡
単
な
備
忘
録
の
道
中
記
。
末
尾
に
善
光
寺
道
、
伊
勢
道
の
距

離
表
。
刊
記
は
「
美
濃
大
井　

桔
梗
屋
」。

㉜  

中
山
道
記　

作
者
不
明　

二
巻
二
冊　

静
嘉
堂
文
庫

漢
文
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
和
文
が
ま
じ
る
。
字
は
小
さ
く
記
事
は
非
常
に
細
か

い
。
木
曾
路
以
外
の
記
事
も
多
く
、
尾
張
国
関
係
の
記
事
が
か
な
り
あ
る
。
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㉝  

岐
蘇
西
還
記　

角
田
簡　

写
本
一
冊　

静
嘉
堂
文
庫

漢
文
。
記
事
は
詳
し
く
描
写
も
丁
寧
で
あ
る
。

㉞  
中
山
道
の
記　

作
者
不
明　

写
本
一
冊　

九
州
大
学

冒
頭
に
紀
貫
之
に
な
ら
っ
て
書
い
た
こ
と
、
こ
の
書
き
方
が
最
も
よ
い
こ
と
を

記
し
て
い
る
。
和
歌
が
多
く
、
雅
文
臭
が
強
い
。
記
事
は
概
ね
簡
略
で
あ
る
。

 

『
国
書
総
目
録
』
に
は
、
こ
の
他
四
二
点
（
目
録
等
の
書
名
の
み
で
現
存
が
確
認

で
き
な
い
十
点
を
含
む
）
の
書
名
（
作
者
名
が
な
い
も
の
は
作
者
不
明
）
が
あ
る
。

 

甲
州
海
道
紀
行　

写
本
一
冊　

栗
田
文
庫
（
享
保
一
二
）

 

連
阿
法
師
木
曾
路
紀
行　

写
本
一
冊　

福
井
久
蔵
（
享
保
一
三
）

 

東
山
海
紀
行　

梅
水
堂
正
路　

写
本
一
冊　

無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
（
寛
保

二
）・
祐
徳
稲
荷

 

錦
村
君
岐
蘇
路
日
記　

金
子
孫
二
郎　

一
軸　

安
永
頃　

慶
応
大
学
（
自
筆
）

 

木
曾
東
海
道
中
記　

一
冊　

天
明
年
間
刊　

お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫

 

木
曾
路
道
中
記　

三
河
屋
定
蔵　

一
冊　

寛
政
一
一
刊
行　

逓
信
博
物
館

 

追
蘇
遊
録　

佐
藤
担　

写
本
一
冊　

享
和
二　

国
会
図
書
館

 

甲
州
か
い
だ
う
道
中
記　

一
冊　

文
化
四
刊　

宮
内
庁
書
陵
部

 

吉
蘇
日
記　

和
安　

写
本
一
冊　

文
政
五　

無
窮
会
図
書
館
織
田
文
庫

 

木
曾
路
の
記　

藤
原
直
栄　

写
本
一
冊　

東
京
教
育
大
学
（
文
政
一
二
写
、
住

吉
の
記
・
奈
良
の
記
・
東
路
の
記
を
付
す
）

 

甲
州
道
中
記　

板
本
一
冊　

天
保
七
成　

無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
・
旧
浅
野

文
庫

 

甲
州
道
中
記　

水
野
猶
忠　

写
本
一
冊　

安
永
九
写　

東
京
博
物
館

 

甲
州
道
中
記　

霞
沢
庵
翠
風　

写
本
五
冊　

甲
斐
叢
書
三

 

下
岐
蘇
川
記　

斎
藤
拙
堂　

天
保
八　

増
補
紀
行
文
集

 

中
山
道
木
曾
路
道
中
記　

渡
辺
武
俊　

写
本
一
冊　

天
保
一
一　

長
崎

 

木
曾
路
道
中
記　

粟
津
大
進　

写
本
一
冊　

天
保
一
三　

大
谷

 

峡
中
半
年
行　

写
本
一
冊　

旧
三
井
（
嘉
永
五
写
）

 

虔
通
筆
記　

藤
原
虔
通　

写
本
一
冊　

嘉
永
二　

無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫　

※
木
曽
道
中

 

中
山
道
帰
路
日
記　

写
本
一
冊　

文
久
元　

萩
毛
利
家

 

峡
中
紀
遊
草　

川
村
衡
山　

一
冊　

万
延
元
序
刊　
『
甲
斐
叢
書
』

 

東
山
道
紀
行　

那
波
道
円　
『
詞
林
意
行
集
』
四
の
内

 

中
山
道
道
中
記　

板
本
一
冊　

江
戸
川
乱
歩

 

甲
信
相
紀
行　

写
本
一
冊
（
や
よ
い
日
記
・
相
模
紀
行
と
合
一
冊
）　

大
橋
図

書
館

 

木
曾
路
之
記　

写
本
（
玉
晁
叢
書
俳
叢
の
内
）　

早
稲
田
大
学

 

お
も
ひ
や
り
の
日
記　

古
軒　

写
本
一
冊　

無
窮
会
図
書
館　

※
自
江
戸
経
木

曽
路
至
京

 

木
曾
路
の
御
路
の
記　

写
本
一
冊　

蓬
左
文
庫

 

岐
蘇
路
日
記
・
江
戸
邸
日
記　

朝
岡
柳
昌　

写
本
一
冊　

栗
田

 

木
曾
路
日
記　

写
本
一
冊　

江
戸
末
期　

大
東
急
（
稿
本
）

 

木
曾
路　

写
本
一
冊　

岡
山
大
学
池
田
文
庫

 
木
曾
路
之
記　

写
本
一
冊　

岡
山
大
学
池
田
文
庫

 
諏
訪
見
聞
記　

写
本
一
冊　

東
大
史
料
編
纂
所

 

木
曾
陸　

写
本
三
冊　

大
橋
図
書
館
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峡
中
勝
覧　

写
本
一
冊　

無
窮
会
図
書
館

懐
玉
道
中
鑑　

板
本
一
冊　

岩
瀬
文
庫　

※
東
海
・
木
曽
関
係

以
下
は
目
録
等
で
の
書
名
の
み
で
現
存
が
確
認
で
き
な
い
。

木
曾
記　

一
冊　

元
和
年
間　
（
高
木
家
地
誌
目
録
）

岐
岨
紀
行　

松
崎
観
瀾　

二
冊　
（
近
世
漢
学
者
著
述
大
成
）

信
峡
紀
行　

恩
田
蕙
楼　

三
巻　
（
近
世
漢
学
者
著
述
大
成
）

木
曾
紀
行　

恩
田
蕙
楼　

一
冊　
（
近
世
漢
学
者
著
述
大
成
）

木
曾
紀
行　

佐
藤
牧
山　
（
近
世
漢
学
者
著
述
大
成
）

岐
岨
紀
行　

神
竜　
（
越
佐
名
家
著
述
目
録
）

中
山
道
記　

一
冊　
（
高
木
家
地
誌
目
録
）

木
曾
の
道
芝　

蓮
真　

一
冊　

寛
政
四
奥
書　
（
旧
蓬
左
文
庫
目
録
）

江
戸
岐
岨
行
程
記　

中
村
清
右
衛
門　

一
冊　
（
旧
三
井
）

木
曾
路
之
記　

加
藤
宇
万
伎　
（
大
阪
名
家
著
述
目
録
・
国
学
者
伝
記
集
成
）

３
．
木
曾
路
紀
行
の
構
成
要
素

（
１
）
街
道
の
特
徴

江
戸
時
代
、木
曾
路
は
ど
の
よ
う
な
街
道
で
あ
っ
た
か
。
貝
原
益
軒
は
こ
う
記
す
。

岐
岨
路
は
、
か
ね
て
き
ゝ
し
よ
り
も
、
道
け
は
し
か
ら
ず
。
か
け
は
し
な

ど
あ
れ
ど
、
さ
ほ
ど
あ
や
う
か
ら
ず
。
大
井
川
、
阿
部
川
な
ど
の
ご
と
き
、

洪
水
に
て
こ
え
が
た
き
所
の
う
れ
ひ
な
く
、
又
桑
名
、
新
江
な
ど
の
ご
と
く

な
る
、
渡
海
の
な
や
み
な
し
。
う
す
ひ
た
う
げ
よ
り
馬
籠
ま
で
、
信
濃
の
内

四
十
七
里
は
山
中
な
る
ゆ
ゑ
、
坂
多
け
れ
ど
、
箱
根
の
ご
と
く
さ
か
し
き
所

な
し
。
山
中
な
る
げ
に
や
、
人
の
心
す
な
ほ
に
し
て
ひ
す
か
ら
ず
。
あ
る
じ

の
も
て
な
し
、
他
方
に
く
ら
ぶ
れ
ば
ま
め
や
か
に
い
と
あ
つ
く
、
や
ど
り
も
、

器
も
、
け
が
ら
は
し
か
ら
ず
。
山
川
の
か
た
ち
、
林
木
の
こ
だ
ち
、
諸
州
に

す
ぐ
れ
う
る
は
し
く
て
、
日
々
に
目
を
よ
ろ
こ
ば
し
む
。
行
人
す
く
な
く
し

て
、
往
来
ま
れ
な
れ
ば
、
道
の
中
、
い
そ
が
は
し
か
ら
ず
、
心
し
づ
か
な
り
。

又
人
馬
の
ち
か
ら
つ
よ
き
故
、
竹
輿
の
内
、
馬
鞍
の
上
お
だ
や
か
に
し
て
、

あ
や
う
か
ら
ず
。
只
十
一
二
月
、
正
二
月
は
雪
ふ
か
く
し
て
行
が
た
し
。
わ

れ
江
戸
に
行
こ
と
十
二
度
、
皆
東
海
道
を
ゆ
き
か
へ
り
し
に
、
の
ち
の
か
へ

る
さ
に
、
老
の
身
は
た
び
衣
又
き
ぬ
べ
き
た
の
み
な
く
て
、
は
じ
め
て
此
道

を
と
ほ
り
侍
べ
り
し
に
、
お
も
ひ
か
け
ず
よ
き
道
と
し
り
ぬ
。
其
時
日
々
に

見
聞
せ
し
所
を
、
い
さ
ゝ
か
後
の
思
ひ
で
に
せ
ん
と
て
、
道
ゆ
き
ぶ
り
に
人

の
た
づ
ね
て
、
書
し
る
し
侍
べ
る
。
我
一
人
の
見
聞
は
た
の
み
が
た
け
れ
ば
、

も
れ
た
る
事
、
た
が
ひ
た
る
事
お
ほ
か
ら
ん
は
う
ら
め
し
。
後
の
み
む
人
、

彼
道
の
こ
と
を
し
れ
ら
ば
、
そ
の
お
ち
た
る
を
お
ぎ
な
ひ
、
た
が
へ
る
を
た

す
け
給
へ
。（「
木
曾
路
記
の
後
叙
」、
宝
永
六
年
人
日　

貝
原
篤
信
書
）

簡
に
し
て
要
を
得
た
、
す
ぐ
れ
た
木
曾
路
の
紹
介
で
あ
る
。
他
に
、
次
の
よ
う

な
記
述
も
あ
る
。

す
な
は
ち
左
の
方
中
山
道
の
か
た
に
入
る
に
、
に
は
か
に
ひ
な
び
た
る
さ

ま
し
て
、
東
海
道
の
賑
ひ
に
は
似
も
つ
か
ず
、（『
壬
戌
紀
行
』　

享
和
二
）
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今
は
治
れ
る　

御
代
に
あ
ひ
て
道
も
ゆ
た
け
く
、
か
け
は
し
も
た
ゆ
た
ふ

べ
き
け
し
き
も
な
く
、
出
水
の
時
ゆ
く
り
な
く
と
ゞ
ま
る
わ
ざ
は
ひ
も
な
く

海
を
わ
た
る
う
れ
へ
も
な
し
。
山
賤
の
み
お
ほ
く
し
て
人
の
こ
ゝ
ろ
す
な
ほ

に
剛
毅
木
訥
の
仁
に
か
よ
ひ
、
人
馬
の
ち
か
ら
つ
よ
く
山
川
の
か
た
ち
、
艸

木
の
こ
だ
ち
、
外
国
に
す
ぐ
れ
て
う
る
は
し
く
日
々
に
目
を
洗
は
し
む
。
行

人
さ
す
が
に
す
く
な
く
し
て
、
道
の
程
ゆ
た
け
く
官
道
七
ツ
の
上
に
た
て

り
。（『
木
曾
路
名
所
図
会
』
自
序　

文
化
元
）

足
を
踏
み
入
れ
た
時
か
ら
、
東
海
道
と
は
異
な
る
雰
囲
気
の
世
界
が
広
が
る
様

子
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
浮
か
び
上
が
る
。

（
２
）
主
要
な
題
材

木
曾
路
紀
行
を
構
成
す
る
要
素
に
は
、
概
ね
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

〔
風
景
〕

多
く
の
作
者
た
ち
は
、
圧
倒
さ
れ
た
風
景
の
威
容
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
特

に
「
寝
覚
ノ
床
」
は
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る（
５
）。

二
里
あ
ま
り
の
ぼ
り
て
峠
に
い
た
る
。
な
か
ば
の
ぼ
る
ほ
ど
よ
り
雲
お
ほ

ひ
て
、
た
ゞ
い
ま
ゆ
く
道
の
ほ
と
り
は
、
さ
き
立
人
も
見
え
ず
。
風
は
げ
し

く
な
り
て
、
や
ゝ
は
る
ゝ
け
し
き
な
る
に
、
峠
は
こ
と
に
風
の
は
げ
し
け
れ

ば
、
え
や
す
ら
は
で
、
い
そ
ぎ
く
だ
る
ほ
ど
、
風
に
は
ら
は
れ
て
雲
の
こ
め

た
る
山
の
み
ね
〳
〵
、
草
木
な
ど
も
見
え
ゆ
く
が
、
う
す
き
墨
絵
を
見
る

こ
ゝ
ち
す
。（『
烏
丸
亞
相
卿
木
曾
路
紀
行
』）

臨
川
寺
よ
り
見
お
ろ
す
と
こ
ろ
、

す
な
は
ち
寝
覚
の
床
な
り
き
。
か

の
浦
し
ま
が
子
の
釣
を
た
れ
し
と

い
ひ
伝
え
け
る
岩
ほ
今
に
あ
り
。

ま
な
い
た
岩
、
か
ま
岩
、
ゑ
ぼ
し

岩
、
獅
子
岩
、
象
岩
、
地
蔵
岩
、

屏
風
岩
な
ど
ゝ
名
づ
け
置
た
る
、

多
し
。
木
曽
川
の
流
は
す
べ
て
岩

ぐ
み
た
か
き
、
川
水
は
そ
の
色
、

あ
い
の
ご
と
く
に
て
川
浪
は
い
と

し
ろ
く
岩
に
む
せ
び
て
流
れ
ゆ

く
、
そ
の
い
き
ほ
ひ
、
た
と
ふ
る

に
も
の
な
し
。
野
尻
辺
り
よ
り
三

冨
野
へ
ゆ
く
道
辺
な
る
坂
路
よ
り

見
く
だ
し
た
る
も
、
処
々
風
景
す

ぐ
れ
た
れ
ど
、
中
に
も
此
所
ほ
ど

こ
と
な
る
は
な
か
り
し
。
峰
た
か

く
つ
ゞ
き
た
る
山
々
に
さ
ま
〴
〵

の
樹
木
ど
も
し
げ
り
あ
ひ
て
、
水

の
き
わ
ま
で
も
、
い
と
し
げ
く
生

ひ
茂
り
、
巌
石
ど
も
も
い
く
ら
と

も
な
く
た
ゝ
み
あ
げ
た
る
や
う
に

て
、
た
か
く
そ
び
え
た
り
。
此
所

に
て
は
木
曽
の
大
川
も
い
と
ほ
そ

架蔵・木曾路安見絵図より「寝覚の床」 著作権保護のため図は非表示



113

く
川
は
ゞ
の
さ
ほ
み
て
、
岩
ほ
の
は
ざ
ま
を
な
が
る
ゝ
、
そ
の
い
き
ほ
ひ
誠

に
い
は
ん
か
た
な
か
り
し
。
彼
釣
た
れ
し
岩
と
て
広
く
た
い
ら
か
な
る
大
ひ

な
る
岩
の
か
た
は
ら
に
木
艸
し
げ
り
て
水
ひ
ろ
く
流
れ
ゆ
く
と
こ
ろ
に
は
、

殊
に
大
ひ
な
る
岩
ど
も
さ
ま
〴
〵
に
つ
ら
な
り
、
す
べ
て
此
所
の
景
色
、
筆

に
も
お
よ
び
が
た
く
言
葉
に
も
の
べ
が
た
し
。（
竹
田
昌
忠
『
木
曾
路
記
』）

〔
風
俗
〕

都
会
で
は
見
る
こ
と
の
少
な
い
動
植
物
や
建
築
物
、
器
物
に
も
、
多
く
の
紀
行

が
注
目
す
る
。

 

熱
川　
（
略
）
所
々
に
茶
屋
有
り
。
毛
も
の
多
し
。
熊
の
皮
鹿
の
類
沢
山
な

り
。
も
ゝ
熊
と
い
ふ
毛
物
有
り
。
ふ
く
ろ
鳥
の
形
に
し
て
羽
根
長
く
羽
根
先
に

手
あ
り
。
む
ぐ
ろ
も
ち
の
手
の
如
し
。（
金
沢
市
立
図
書
館
『
木
曾
路
の
記
』）

 

木
曽
谷
は
す
べ
て
家
居
軒
低
く
家
根
は
桑
の
永
き
板
を
並
べ
竹
も
て
押
へ

石
を
並
べ
し
家
根
也
。（
倉
地
言
行
『
木
曾
の
行
か
ひ
』）

 

東
海
道
と
異
な
り
、
現
地
の
人
々
の
生
活
の
場
が
身
近
に
見
え
る
の
も
魅
力
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

 

福
嶋
に
至
る
。
こ
ゝ
は
山
中
よ
り
出
て
う
り
か
ふ
便
よ
き
所
に
や
、
つ
ね

に
市
の
ご
と
く
賑
へ
り
。
家
数
も
立
な
ら
び
た
れ
ば
、
ひ
な
の
都
と
も
い
ふ

べ
し
。（
連
阿
『
木
曾
の
山
ふ
み
』）

 

此
所
駒
多
し
。
望
月
の
牧
は
名
所
也
。
此
宿
に
鹿
毛
の
馬
を
お
か
ず
。
他

所
よ
り
来
る
を
も
一
宿
も
さ
せ
ず
。
月
（
マ
マ
。
望
月
か
）
の
神
の
き
ら
い

給
ふ
と
云
り
。（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
『
木
曽
路
御
休
泊
記
』）

 

奈
良
井
の
す
く
に
や
ど
る
。
こ
ゝ
ら
あ
た
り
は
獣
類
の
皮
、
或
は
折
敷
、

堅
物
、
其
余
の
器
物
を
商
ふ
。（
倉
地
言
行
『
木
曽
の
行
か
ひ
』）

 

木
曾
路
の
み
が
題
材
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
徳

永
信
之
の
奇
談
集
『
朽
鞋
雑
話
』（
享
和
二
年　

写
本
一
冊　

宮
内
庁
書
陵
部
）
に

も
、
木
曾
路
の
馬
子
の
純
朴
さ
に
つ
い
て
の
具
体
的
で
詳
細
な
記
事
が
あ
る
。
作

者
が
桶
川
の
駅
で
馬
子
に
勧
め
ら
れ
て
百
七
十
銭
で
乗
る
こ
と
に
し
た
が
、
そ
の

後
同
じ
距
離
を
他
の
客
が
別
の
馬
子
に
二
百
五
十
銭
で
話
を
ま
と
め
た
。
し
か
し

馬
子
は
「
心
遣
ひ
な
く
召
せ
よ
か
し
。
さ
き
に
御
約
束
申
せ
し
上
は
、
今
更
よ
き

賃
銭
有
と
て
、
変
改
い
た
す
は
道
に
非
ず
」
と
、
い
や
な
顔
一
つ
し
な
か
っ
た
。

途
中
で
休
憩
す
る
時
も
丁
寧
に
断
り
、
馬
も
い
た
わ
り
、
会
話
の
中
で
今
の
主
人

に
九
年
仕
え
、
献
身
的
に
奉
公
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
「
噺
の
内
に
、
を
の

づ
か
ら
忠
孝
信
義
に
叶
ひ
た
る
志
あ
り
」
と
、
作
者
は
深
く
感
銘
を
受
け
て
い
る
。

〔
故
事
〕

江
戸
時
代
の
紀
行
作
者
の
多
く
は
ど
の
よ
う
な
美
景
で
も
、
由
緒
や
来
歴
が

あ
っ
て
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
と
、
欠
け
た
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
木
曾
路
は
木
曾
義
仲
関
連
の
も
の
を
は
じ
め
、
軍
記
物
の
舞
台
で
も
あ
っ
て
、

こ
の
種
の
題
材
に
不
足
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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星
う
つ
り
霜
か
は
り
て
、
み
ち
す
ぢ
も
改
り
、
中
む
か
し
よ
り
こ
の
か
た
、

「
み
す
ゞ
か
る
し
な
ぬ
の
木
曽
」
と
詠
せ
た
ま
ふ
、
今
は
い
に
し
へ
の
道
も
か

は
り
て
薗
原
山
、
伏
屋
の
里
な
ど
も
行
来
に
は
あ
ら
ず
、
さ
ら
し
な
姨
捨
山

も
道
よ
り
遠
く
梯
は
し
も
今
は
あ
や
う
き
事
あ
ら
ず
、
高
貴
も
ゆ
き
〳
〵
給

ふ
ぞ
か
し
。
小
野
の
滝
の
お
の
づ
か
ら
落
て
寝
覚
の
床
の
む
か
し
に
変
ら

ず
、
三
帰
の
里
は
名
の
み
、
桔
梗
が
原
お
ほ
く
田
畑
と
な
り
、
諏
方
の
湖
水

の
橋
は
千
早
振
神
の
わ
た
り
そ
め
、
こ
ろ
も
が
御
崎
よ
り
富
士
の
影
は
る
か

に
う
つ
り
諏
方
の
神
ま
つ
り
、
御
射
山
の
保
屋
の
す
ゝ
き
の
秋
風
に
そ
よ
さ

ぞ
鹿
の
つ
ま
乞
ふ
声
、
御
嶽
の
や
し
ろ
駒
が
た
け
和
田
た
う
げ
の
さ
か
し

き
、
筑
摩
川
の
な
が
れ
し
き
り
な
る
、
軽
井
沢
の
む
ま
や
は
け
ぶ
り
絶
せ
ぬ

浅
間
山
の
ふ
も
と
、
碓
日
の
阪
は
や
ま
ど
り
の
尾
の
な
が
〳
〵
し
く
、
妙
義

山
は
い
と
た
う
と
く
、
か
ら
す
川
に
佐
野
の
舟
橋
の
あ
と
あ
り
。
岡
部
の
里
、

熊
谷
の
寺
、
氷
川
の
や
し
ろ
の
杜
深
く
戸
田
川
を
わ
た
り
て
江
戸
に
い
た

る
。
此
道
む
か
し
は
あ
や
う
き
所
お
ほ
く
し
て
道
ゆ
く
人
も
ま
れ
な
り
し
と

ぞ
。
西
行
上
人
な
ど
は
か
よ
ひ
給
ひ
し
に
や
。
其
名
残
の
残
れ
る
も
あ
り
。
義

仲
あ
そ
の
城
、
巴
が
家
の
あ
と
あ
は
れ
な
り
。（『
木
曾
路
名
所
図
会
』
自
序
）

 

宮
ノ
越　
（
略
）
此
御
神
は
昔
義
仲
朝
臣
の
城
中
に
勧
請
在
り
し
御
宮
な

り
と
い
ふ
。
此
森
の
奥
に
草
の
家
の
一
軒
有
け
る
に
ぞ
、
こ
ゝ
に
わ
け
入
り

て
お
と
な
ひ
し
に
主
と
お
ぼ
し
き
が
内
よ
り
出
け
る
を
見
る
に
、
年
の
頃
六

十
の
上
五
ツ
六
ツ
も
過
た
る
と
見
ゆ
老
人
の
立
で
ぬ
。
か
の
義
仲
公
の
御
社

の
道
を
と
ひ
し
に
念
比
に
を
し
へ
け
る
。（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
『
讃
州
丸
亀

ヨ
リ
東
都
ま
で
中
山
道
下
り
道
の
記
』）

 

ま
た
、
木
曾
の
懸
橋
の
記
事
に
と
も
な
っ
て
、
江
戸
紀
行
で
は
あ
ま
り
登
場
し

な
い
松
尾
芭
蕉
に
ふ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
も
、
木
曾
路
紀
行
の
特
色
だ
ろ
う
。

４
．
貝
原
益
軒
『
木
曽
路
記
』
の
意
義

（
１
）
紀
行
類
へ
の
影
響

木
曾
路
紀
行
が
紀
行
文
学
史
の
上
で
重
要
な
の
は
、
貝
原
益
軒
の
『
木
曾
路
記
』

を
生
み
出
し
た
こ
と
で
あ
る	（
６
）。

そ
の
成
立
の
過
程
を
簡
略
に
述
べ
る
。『
東
路
記
』（
貝
原
家
蔵
の
稿
本
）
か
ら
、

「
木
曾
路
記
」「
日
光
名
勝
記
」「
吾
嬬
路
記
」
お
よ
び
「
続
諸
州
巡
覧
記
」
の
一
部

が
編
集
刊
行
さ
れ
る
一
方
、『
己
巳
（
き
し
）
紀
行
』（
天
理
図
書
館
、
京
都
大
学

建
築
学
研
究
室
等
に
写
本
が
あ
る
）
か
ら
、『
諸
州
巡
覧
記
』『
続
諸
州
巡
覧
記
』

が
編
集
刊
行
さ
れ
る
。『
木
曾
路
記
』
は
『
諸
州
巡
覧
記
』
と
と
も
に
、
正
徳
三

（
一
七
一
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

益
軒
の
紀
行
は
江
戸
時
代
の
紀
行
で
は
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
木
曾

路
紀
行
で
は
多
く
、
以
下
の
よ
う
に
、
多
く
の
紀
行
作
者
が
参
照
し
て
い
る
。
そ

の
ご
く
一
部
を
あ
げ
て
お
く
。

 

こ
れ
ま
で
東
海
道
名
所
図
会
に
く
は
し
く
出
し
け
れ
ば
、
漸
貝
原
氏
の
木

曾
路
之
記
に
あ
る
の
み
を
補
遺
し
て
こ
ゝ
に
拾
ふ
也
。（『
木
曾
路
名
所
図

会
』　

同
書
は
他
に
も
益
軒
の
引
用
が
多
い
）

 
岐
蘇
路
を
委
く
記
せ
る
書
は
貝
原
先
生
の
『
木
曾
路
の
記
』
と
千
鐘
堂
の

『
木
曾
懐
宝
鑑
』
の
両
書
の
み
也
。
今
此
二
書
に
よ
つ
て
誤
り
を
正
し
、
も
れ
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た
る
を
益
し
、
猶
ま
た
見
安
か
ら
ん
が
為
に
宿
よ
り
宿
の
間
を
一
紙
の
一
ト

面
に
絵
図
に
顕
し
、
題
し
て
木
曾
路
安
見
絵
図
と
号
す
る
の
み
。（
桒
楊
『
岐

蘇
路
安
見
絵
図
』」
序
文
）

貝
原
益
軒
翁
の
曰
、「
岐
蘇
路
は
洪
水
に
越
が
た
き
の
患
す
く
な
く
、
又
海

を
渉
の
艱
み
な
く
、
馬
ご
め
よ
り
う
す
い
峠
ま
で
四
拾
七
里
は
、
や
ま
の
な

か
な
れ
ど
箱
根
の
ご
と
き
の
嶮
岨
な
し
」
と
。
誠
な
る
か
な
此
言
や
。
し
か

は
あ
れ
ど
彼
翁
の
記
に
洩
れ
た
る
村
里
の
名
も
ま
た
少
か
ら
ず
。
は
じ
め
て

道
行
人
の
憾
み
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
故
、
某
、
見
聞
侍
る
こ
と
く
さ
を
書

加
へ
一
乃
巻
と
な
し
侍
り
ぬ
。
老
の
寝
覚
の
く
り
ご
と
な
れ
ば
、
僻
ご
と
多

侍
な
ん
。
塩
筒
老
翁
の
補
ひ
糺
さ
れ
ん
事
を
仰
希
の
み
。　

丙
寅
春
弥
生　

福
王
信
近
述
。（『
岐
蘇
路
寝
覚
草
』
冒
頭
）

貝
原
益
軒
『
岐
蘇
路
の
記
』
云
、「
ね
ざ
め
の
茶
屋
を
過
て
少
ゆ
け
ば
、
な

め
川
の
橋
と
て
大
な
る
橋
あ
り
。
左
に
小
野
の
滝
あ
り
。
見
事
な
る
滝
な
り
。

細
川
玄
旨
の
老
の
木
曽
越
と
い
ふ
紀
行
に
、
木
曽
小
野
の
滝
と
い
ふ
は
、
布

引
箕
面
な
ど
に
も
お
さ
〳
〵
お
と
り
や
は
す
る
、
是
程
の
物
の
此
国
の
歌
枕

に
は
い
か
に
も
ら
し
た
る
に
や
、
と
か
け
り
」
云
々
。
予
、
享
和
改
元
辛
酉

浪
花
に
あ
り
て
、
師
走
の
廿
八
日
の
夜
、
順
慶
町
の
市
に
て
『
岐
蘇
路
の
記
』

を
得
て
、
細
川
玄
旨
の
紀
行
あ
る
事
を
し
れ
り
。
そ
の
ゝ
ち
此
書
を
も
と
む

る
に
得
ず
。
こ
と
し
は
か
ら
ず
も
中
橋
の
市
に
此
書
を
得
た
り
。
十
五
年
の

朦
霧
一
時
に
は
れ
し
心
地
ぞ
す
る
。
時
に
文
化
十
二
年
乙
亥
卯
月
廿
一
日
な

り
。
翌
日
つ
と
め
て
記
す　

杏
花
園
。（『
老
の
木
曽
越
』
東
北
大
学
狩
野
文

庫
本
末
尾
の
杏
花
園
の
書
き
込
み
）

貝
原
篤
信
が
か
け
る
紀
行
を
見
る
に
、（
木
曽
の
か
け
は
し
は
）「
其
幅
二

間
長
さ
十
間
ほ
ど
」
と
載
た
り
。
さ
れ
ば
、
ち
か
き
こ
ろ
よ
り
ぞ
、
か
く
な

れ
る
に
や
。（
竹
田
昌
忠
『
木
曾
路
記
』）

（
２
）
現
存
す
る
板
本

益
軒
の
他
の
紀
行
類
と
同
様
に
、『
木
曾
路
記
』
も
実
用
的
な
案
内
記
の
体
裁
を

と
る（
７
）。
各
地
に
多
く
の
板
本
が
現
存
し
、『
国
書
総
目
録
』
は
現
存
し
な
い
も

の
も
含
め
て
約
三
〇
点
を
あ
げ
る
。
引
用
の
多
さ
と
合
わ
せ
て
、
江
戸
時
代
を
通

じ
て
広
く
読
ま
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

以
下
、
書
誌
カ
ー
ド
の
不
備
の
た
め
、
不
完
全
な
部
分
も
あ
る
が
、
管
見
の
一

九
点
に
つ
い
て
、
全
体
の
特
徴
を
要
約
し
、
簡
単
に
書
誌
を
記
す
。

①

東
京
芸
術
大
学
・
慶
応
大
学
・
宮
内
庁
書
陵
部
な
ど
が
所
蔵
す
る
一
二
点
に

は
益
軒
の
紀
行
を
多
く
板
行
し
た
柳
枝
軒
茨
木
屋
太
左
衛
門
の
刊
記
が
あ

り
、
新
潟
大
学
・
東
北
大
学
・
京
都
大
学
・
無
窮
会
図
書
館
な
ど
が
所
蔵
す

る
、
そ
の
中
の
八
点
が
享
保
六
年
の
広
告
を
有
す
る
再
版
本
で
あ
る
。
ま
た
、

京
都
の
瑞
錦
堂
丸
屋
善
兵
衛
の
刊
記
（
都
立
中
央
図
書
館
・
国
会
図
書
館
）

が
二
点
、
正
宝
堂
丁
子
屋
源
次
郎
の
刊
記
（
一
橋
大
学
・
早
稲
田
大
学
・
岡

山
大
学
）
が
三
点
、
無
刊
記
の
二
点
（
東
京
大
学
）
が
あ
る
。

②

外
題
は
後
補
の
も
の
も
あ
る
た
め
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、「
木
曾
路

之
記
」「
岐
蘇
路
記
」「
き
そ
路
の
記
」
の
三
種
が
混
在
す
る
。

③

冒
頭
、
本
文
の
前
に
「
東
山
道
西
帰
の
序
」
五
丁
と
「
岐
蘇
路
名
勝
図
」
六

丁
が
あ
り
、
内
題
は
そ
の
前
後
に
「
木
曾
路
之
記
」「
木
曾
路
記
」
と
二
度
記

さ
れ
、
す
べ
て
の
書
で
同
一
で
あ
る
。

④

末
尾
の
広
告
は
、
正
徳
三
年
の
駄
賃
表
で
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
再
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版
時
や
他
の
書
肆
の
広
告
が
前
後
に
加
わ
る
も
の
も
あ
る
。

⑤

正
徳
三
年
の
初
版
で
は
序
文
の
次
に
名
勝
図
が
あ
る
が
、
享
保
六
年
の
再
版

で
は
、
順
序
が
逆
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
慶
応
大
学
一
二
七－

八
五－

一

は
再
版
本
の
可
能
性
も
あ
る
。
丸
屋
善
兵
衛
刊
の
も
の
は
初
版
、
丁
子
屋
源

次
郎
刊
の
も
の
は
再
版
の
順
序
に
な
っ
て
お
り
、
無
刊
記
の
東
京
大
学
本
二

点
は
初
版
、
再
版
の
順
序
の
も
の
が
各
一
点
ず
つ
で
あ
る
。

○
柳
枝
軒
刊
記
・
正
徳
三
年
刊
か

外
題
「
木
曾
路
之
記
」

（
１
）
慶
応
大
学
一
二
七－

八
五－
一　

板
本
一
冊

一
八
・
〇
×
一
二
・
一
糎　

薄
青
表
紙

冒
頭
が
名
勝
図
、
序
文
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
末
尾
の
広
告
に
「
東
海
道
の
記
」

「
同
附
録
」
の
二
本
、「
続
諸
州
め
ぐ
り
」、
合
計
三
本
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。

朱
、
書
き
入
れ
、
貼
り
紙
が
あ
る
。

（
２
）
東
京
芸
術
大
学
五
七
二－

三
九　

板
本
一
冊

一
八
・
五
×
一
二
・
五
糎　

濃
紫
に
金
の
横
縞
表
紙
、
左
肩
に
黄
色
題
箋　

全

一
〇
四
丁
（
墨
付
も
）

外
題
「
岐
蘇
路
記
」

（
３
）
慶
応
大
学
一
二
一－

二
九
五－

一　

板
本
一
冊

一
八
・
〇
×
一
二
・
三
糎　

海
老
茶
色
表
紙
か
、
傷
み
が
強
く
左
端
題
箋
剥
落
痕

大
正
一
五
年
和
田
竜
一
郎
氏
寄
贈
、
近
代
に
製
本
し
直
し
た
も
の
、
洋
本
の

ペ
ー
ジ
で
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
名
勝
図
、
序
文
は
な
い
。

外
題
「
き
そ
路
の
記
」

（
４
）
国
会
図
書
館
特
別
文
庫
一－

二
八
〇
五　

板
本
一
冊

一
八
・
四
×
一
二
・
四
糎　

薄
青
に
濃
紺
の
叢
模
様
表
紙
、
中
央
に
白
題
箋

○
柳
枝
軒
刊
記
・
享
保
六
年
の
広
告
を
末
尾
に
有
す
る
再
版

外
題
「
木
曾
路
之
記
」

（
５
）
宮
内
庁
書
陵
部
一
六
四－

八
三
六　

板
本
一
冊

一
七
・
八
×
一
一
・
九
糎　

藍
色
に
草
水
模
様
表
紙
の
名
残
、
左
上
に
白
題
箋

外
題
「
木
曾
路
之
記
」（
傷
み
ひ
ど
く
、
判
読
困
難
）

（
６
）
東
北
大
学
狩
野
文
庫
三－

七
八
二
九　

板
本
一
冊

一
七
・
九
×
一
二
・
二
糎　

青
色
に
横
縞
模
様
表
紙

外
題
「
□
曽
路
之
記
」

（
７
）
京
都
大
学
八
三－

キ－

二　

板
本
一
冊

一
八
・
〇
×
一
二
・
〇
糎　

藍
色
に
草
水
模
様
表
紙
、
色
は
大
半
が
剥
落

外
題
な
し

外
題
「
岐
蘇
路
記
」

（
８
）
無
窮
会
図
書
館
六
九
一
九　

板
本
一
冊

一
八
・
二
×
一
二
・
二
糎　

薄
墨
に
黒
の
草
水
模
様
表
紙
、
左
上
白
題
箋

初
丁
に
朱
書
入
れ
少
々

外
題
「
き
そ
路
の
記
」

（
９
）
新
潟
大
学
佐
野
文
庫　

板
本
一
冊

一
七
・
九
×
一
一
・
九
糎　

青
緑
色
に
草
水
模
様
表
紙
、
左
肩
貼
題
箋

（
10
）
慶
応
大
学
一
〇
〇－

九
六－

一　

板
本
一
冊

一
八
・
二
×
一
二
・
〇
糎　

藍
色
表
紙　

左
端
白
題
箋
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外
題
な
し

（
11
）
早
稲
田
大
学
ル
三－

三
二
七
三　

板
本
一
冊

一
八
・
四
×
一
二
・
五
糎　

藍
色
表
紙　

左
端
に
題
箋
剥
落
痕

（
12
）
無
窮
会
図
書
館
オ
三
七
五
五　

板
本
一
冊

一
八
・
二
×
一
二
・
一
糎　

青
色
に
草
水
模
様
表
紙
、
左
上
に
題
箋
剥
落
痕

○
瑞
錦
堂
丸
屋
善
兵
衛
刊
記

（
13
）
国
会
図
書
館
一
八
三－
三
一
二　

板
本
一
冊

中
表
紙
題
「
岐
蘇
路
記　

京
師　

瑞
錦
堂
蔵
版
」　

末
尾
に
丸
屋
善
兵
衛
広
告

（
14
）
都
立
中
央
図
書
館
・
東
京
史
料
〇
六
二－

一　

板
本
一
冊

一
八
・
〇
×
一
二
・
一
糎　

灰
色
に
黒
の
横
縞
表
紙
、
左
肩
に
白
題
箋　

末
尾

に
丸
屋
善
兵
衛
広
告

○
正
宝
堂
丁
子
屋
源
次
郎
刊
記

（
15
）
早
稲
田
大
学
ル
三－

三
二
五
七　

板
本
一
冊

一
七
・
七
×
一
一
・
五
糎　

薄
青
に
亀
甲
模
様
表
紙

中
表
紙
題
「
平
安
書
林　

正
宝
蔵
版
」、　

刊
記　

京
都
六
角
堂
前
丁
子
屋
源
次
郎

（
16
）
岡
山
大
学
池
田
文
庫
Ｐ
九
一
五－

四　

板
本
一
冊

一
七
・
九
×
一
二
・
二
糎　

斜
め
卍
格
子
に
雲
形
散
ら
し
赤
紫
色
表
紙
、
左
上

白
題
箋

見
開
き
題
「
平
安
書
林　

正
宝
蔵
版
」

（
17
）
一
橋
大
学
一
一
一－

五
〇－

七
七　

板
本
一
冊

一
七
・
六
×
一
一
・
八
糎

見
開
き
題
「
平
安
書
林　

正
宝
蔵
版
」

○
刊
記
を
有
し
な
い

（
18
）
東
京
大
学
Ｊ
四
〇－

一
九　

板
本
一
冊

小
本　

灰
色
題
箋

序
文
、
名
勝
図
の
順
序

（
19
）
東
京
大
学
Ｊ
四
〇－

四
〇
一　

板
本
一
冊

小
本　

茶
色
格
子
表
紙

名
勝
図
、
序
文
の
順
序

（
３
）
益
軒
と
木
曾
路

益
軒
に
は
東
海
道
を
題
材
に
し
た
『
吾
妻
路
記
』
も
あ
っ
て
、
こ
れ
も
版
を
重

ね
て
い
る
。
し
か
し
内
容
は
書
肆
が
谷
秦
山
の
紀
行
と
合
体
さ
せ
た
ほ
ど
、
単
調

で
不
十
分
で
名
作
と
は
言
い
難
い
。
益
軒
自
身
の
『
木
曾
路
記
』
序
文
を
見
て
も
、

あ
る
い
は
繁
華
を
極
め
る
東
海
道
に
は
魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、『
吾
妻
路
記
』
で
の
益
軒
は
、
そ
の
調
査
力
や
観
察
力
を
充
分
に
発
揮
で
き
て

い
な
い
。

『
木
曾
路
記
』
は
刊
行
さ
れ
た
益
軒
紀
行
の
中
で
は
最
も
優
れ
た
作
品
で
、
豊
富

な
情
報
と
考
察
、
清
新
な
風
景
描
写
を
多
く
有
し
て
完
成
度
が
高
い
。
芭
蕉
に

と
っ
て
の
『
お
く
の
ほ
そ
道
』、
小
津
久
足
に
と
っ
て
の
『
陸
奥
日
記
』
と
同
様

に
、
益
軒
に
と
っ
て
の
『
木
曾
路
記
』
は
彼
の
代
表
作
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
江
戸

時
代
紀
行
の
基
礎
を
か
た
ち
づ
く
っ
た
作
品
で
あ
る
。
木
曾
路
は
、
益
軒
の
博
物

学
者
と
し
て
の
知
識
や
、
地
方
生
活
者
と
し
て
の
視
点
を
存
分
に
発
揮
し
て
、
紀

行
作
家
と
し
て
の
才
能
を
活
か
せ
た
街
道
で
あ
っ
た
。
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５
．
紀
行
か
ら
浮
か
び
上
が
る
木
曾
路
の
魅
力

益
軒
の
場
合
に
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
、
紀
行
の
題
材
と
し
て
の
木
曾
路
と

い
う
街
道
の
特
徴
を
、
あ
ら
た
め
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

（
１
）
雄
大
な
風
景
を
有
し
な
が
ら
、
海
に
向
か
っ
て
開
け
た
東
海
道
と
異
な
り
、

江
戸
時
代
の
人
々
が
好
ん
だ
、
異
境
と
し
て
の
適
度
な
閉
塞
感
が
あ
っ
た
。

（
２
）
観
光
地
と
し
て
常
に
旅
人
に
顔
を
向
け
て
一
体
化
す
る
東
海
道
に
は
な
い
、

旅
人
と
一
線
を
画
す
る
地
元
独
自
の
生
活
の
場
が
存
在
し
、
そ
の
中
を
通
り
過

ぎ
て
行
く
快
感
を
味
わ
え
た
。

（
３
）
そ
の
よ
う
に
旅
人
に
依
存
せ
ず
、
江
戸
時
代
の
人
々
が
理
想
郷
と
す
る
隠
れ

里
の
よ
う
な
異
世
界
的
要
素
を
持
つ
が
、
実
際
の
辺
境
や
僻
地
の
よ
う
に
旅
人

を
排
斥
・
排
除
す
る
こ
と
は
な
い
。

（
４
）
先
が
読
め
な
い
冒
険
心
を
刺
激
さ
れ
る
一
方
、
治
安
が
保
た
れ
て
い
る
安
心

感
が
あ
る
。

（
５
）
古
典
の
舞
台
と
現
状
が
、
東
海
道
ほ
ど
乖
離
し
て
い
な
い	（
８
）。

す
な
わ
ち
、
洗
練
さ
れ
た
僻
地
で
あ
り
、
凍
結
保
存
さ
れ
た
過
去
と
生
身
の
人

間
の
日
常
生
活
が
感
じ
ら
れ
る
「
安
全
に
管
理
さ
れ
た
、
ほ
ど
よ
い
辺
境
」
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
貝
原
益
軒
『
木
曾
路
記
』
を
は
じ
め
と
し
た
、
多
く
の
紀
行
の

良
作
を
生
み
出
し
た
。

自
然
環
境
が
生
み
出
す
（
１
）
は
人
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
が
、（
２
）
以

降
は
、
あ
る
い
は
現
代
の
観
光
地
振
興
や
地
方
の
活
性
化
に
お
い
て
も
参
考
と
な

る
要
素
か
も
し
れ
な
い
。

（
こ
の
論
考
は
、
平
成
一
九
年
三
月
三
日
、
福
岡
教
育
大
学
人
文
社
会
講
義
室
で
、
平
成
一
八

年
度
福
岡
教
育
大
学
国
語
教
育
専
攻
修
士
論
文
発
表
会
を
行
っ
た
際
の
講
演
「
木
曾
路
紀
行
の

特
色
」
の
発
表
資
料
を
大
幅
に
改
訂
補
充
し
た
も
の
で
あ
る
。）

（
注
）

（
1
） 

拙
稿
「
近
世
紀
行
研
究
法
」
福
岡
教
育
大
学
紀
要
59
号
参
照
。

（
2
） 

東
山
道
と
中
山
道
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
井
金
吾
『
今
昔
中
山
道
独
案
内
』（
日
本

交
通
公
社
）
冒
頭
の
「
中
山
道
の
歴
史
」
に
詳
し
い
。

（
3
） 

拙
稿
「
名
所
図
会
の
風
景
描
写
」　

語
文
研
究
38
号
参
照
。

（
4
） 

平
島
順
子
「
立
場
不
角
著
『
木
曽
の
麻
衣
』
の
考
察
」（
ぺ
り
か
ん
社
「
江
戸
文
学
」

28
）
参
照
。

（
5
） 

「
寝
覚
の
床
」
の
人
気
は
益
軒
が
『
木
曾
路
記
』
で
長
文
を
用
い
て
絶
賛
し
た
影
響
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
清
田
儋
叟
は
『
孔
雀
楼
筆
記
』
の
中
で
同
所
を
期
待

外
れ
と
酷
評
し
て
い
る
。

（
6
） 

『
木
曾
路
記
』
の
魅
力
と
紀
行
文
学
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
江
戸
の
紀
行

文
』（
中
公
新
書
）
参
照
。
ま
た
そ
の
稿
本
で
あ
る
『
東
路
記
』
は
『
新
日
本
古
典
文
学

大
系　

東
路
記　

己
巳
紀
行　

西
遊
記
』（
岩
波
書
店
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
7
） 

本
の
体
裁
に
も
か
か
わ
ら
ず
竹
田
昌
忠
『
木
曾
路
記
』
が
、
明
確
に
「
紀
行
」
と
呼

ん
で
い
る
よ
う
に
、
紀
行
作
者
た
ち
は
こ
れ
を
紀
行
と
と
ら
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
も

と
も
と
木
曾
路
紀
行
に
は
、
他
の
紀
行
類
と
比
較
し
て
、
横
本
の
体
裁
を
と
る
も
の
が

多
く
、
東
海
道
ほ
ど
情
報
が
な
い
こ
と
か
ら
、
紀
行
類
が
旅
人
の
た
め
の
実
用
書
と
し

て
の
機
能
を
具
え
る
傾
向
が
あ
る
。

（
8
） 

拙
稿
「
近
世
東
海
道
紀
行
の
諸
問
題
」　

福
岡
教
育
大
学
紀
要
36
号
参
照
。




